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会長挨拶会長挨拶会長挨拶
新年あけましておめでとうございます。新年あけましておめでとうございます。

昨年同様コロナ禍の中でのお正月となり、ご家族で静かに過ごされた事と思います。昨年同様コロナ禍の中でのお正月となり、ご家族で静かに過ごされた事と思います。

会員の皆様の協力をいただき、令和４年を迎える事が出来た事に感謝を申し上げます。会員の皆様の協力をいただき、令和４年を迎える事が出来た事に感謝を申し上げます。

コロナ禍により社会構造が変わりつつあるとはいえ、国民の我々土地家屋調査士に対する期待はまだまだコロナ禍により社会構造が変わりつつあるとはいえ、国民の我々土地家屋調査士に対する期待はまだまだ

大きいものがあると考えています。大きいものがあると考えています。

この期待に応えるべく調査士としての職業倫理の保持を目的とする年次研修制度が今年度から全国の調この期待に応えるべく調査士としての職業倫理の保持を目的とする年次研修制度が今年度から全国の調

査士会で一斉にスタートします。当会においては第１回目を今年度に予定しておりましたが、コロナウイル査士会で一斉にスタートします。当会においては第１回目を今年度に予定しておりましたが、コロナウイル

ス感染拡大の状況により延期することとし、令和４年度に持ち越して開催する予定といたしました。ス感染拡大の状況により延期することとし、令和４年度に持ち越して開催する予定といたしました。

会員の皆さまにおかれましては、これを基に倫理規定等々の研修を通じて業務を見直す良い機会となるも会員の皆さまにおかれましては、これを基に倫理規定等々の研修を通じて業務を見直す良い機会となるも

のと思いますので該当年を確認され受講願います。のと思いますので該当年を確認され受講願います。

全国的には会員の減少がみられますが、富山会においては全国的には会員の減少がみられますが、富山会においては

ここ数年で約１０名の新入会員が登録されました。この若いここ数年で約１０名の新入会員が登録されました。この若い

力を真っすぐ且つ力強く育てていく事が役員に課された任力を真っすぐ且つ力強く育てていく事が役員に課された任

務なのだろうと感じております。　この若い会員達の活躍が務なのだろうと感じております。　この若い会員達の活躍が

土地家屋調査士の魅力を発信して受験者の増加を促すこと土地家屋調査士の魅力を発信して受験者の増加を促すこと

でしょう。でしょう。

会員の皆様におかれましては、一般事件の他にもＡＤＲセ会員の皆様におかれましては、一般事件の他にもＡＤＲセ

ンタ－相談員・筆界特定調査員・不明土地所有者探索員等々ンタ－相談員・筆界特定調査員・不明土地所有者探索員等々

の役割を担って頂きますが、ご健康に留意され明るく希望にの役割を担って頂きますが、ご健康に留意され明るく希望に

満ちた一年となるよう祈念して新年の挨拶とさせていただ満ちた一年となるよう祈念して新年の挨拶とさせていただ

きます。きます。

新年あけましておめでとうございます。

昨年同様コロナ禍の中でのお正月となり、ご家族で静かに過ごされた事と思います。

会員の皆様の協力をいただき、令和４年を迎える事が出来た事に感謝を申し上げます。

コロナ禍により社会構造が変わりつつあるとはいえ、国民の我々土地家屋調査士に対する期待はまだまだ

大きいものがあると考えています。

この期待に応えるべく調査士としての職業倫理の保持を目的とする年次研修制度が今年度から全国の調

査士会で一斉にスタートします。当会においては第１回目を今年度に予定しておりましたが、コロナウイル

ス感染拡大の状況により延期することとし、令和４年度に持ち越して開催する予定といたしました。

会員の皆さまにおかれましては、これを基に倫理規定等々の研修を通じて業務を見直す良い機会となるも

のと思いますので該当年を確認され受講願います。

全国的には会員の減少がみられますが、富山会においては

ここ数年で約１０名の新入会員が登録されました。この若い

力を真っすぐ且つ力強く育てていく事が役員に課された任

務なのだろうと感じております。　この若い会員達の活躍が

土地家屋調査士の魅力を発信して受験者の増加を促すこと

でしょう。

会員の皆様におかれましては、一般事件の他にもＡＤＲセ

ンタ－相談員・筆界特定調査員・不明土地所有者探索員等々

の役割を担って頂きますが、ご健康に留意され明るく希望に

満ちた一年となるよう祈念して新年の挨拶とさせていただ

きます。

富山県土地家屋調査士会

会　長　中　村　忠　嗣
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年頭のご挨拶
新年明けましておめでとうございます。富山県土地家屋調査士会の皆様におかれま

しては、輝かしい新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。

さて、近年、法務局においては、所有者不明土地の解消、筆界特定制度の利用拡大、

オンライン申請の利用拡大など、社会の変化や多様なニーズに的確に対応するための

施策に取り組んでいるところですが、そのうち、所有者不明土地の解消については、

「経済財政運営と改革の基本方針」（いわゆる「骨太の方針」）の中で重要施策の一

つとして掲げられており、法務局においては、法定相続情報証明制度及び遺言書保管

制度の運用開始、長期相続登記未了土地解消作業・表題部所有者不明土地解消作業の

実施等による相続登記の促進に取り組んでいるところです。

会員の皆様には、法務局が取り組んでいる施策について、筆界特定制度における筆

界調査委員、表題部所有者不明土地解消作業における所有者探索委員として、大きな役割を果たしていた

だいていることに対しまして、本誌面をお借りして、改めてお礼申し上げます。

さらには、登記所備付地図の整備につきましても、引き続き政府の重要施策の一つとして位置付けられ

ているところ、登記所備付地図作成作業の円滑な実施に御協力いただいていることに対しましても、お礼

申し上げます。

ところで、昨年４月に、民法等の一部を改正する法律が成立し、所有者不明土地問題の抜本的な解決に

向けて、今後、相続登記申請の義務化、住所変更未登記への対応等様々な施策が順次施

行される予定となっていますが、法務局としましては、これらの施策を確実に実行し、登

記行政が円滑に遂行できるよう取り組んでいきたいと考えていますので、引き続き、会員

の皆様の御協力をよろしくお願いいたします。

最後に、新型コロナウィルス感染症拡大については、いまだに終

息がみえない状況にありますが、そのような状況においても、会員

の皆様が大いに活躍され、不動産の権利の明確化と国民生活の安定

と向上に寄与されますことと富山県土地家屋調査士会のますますの

御発展を祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。

富山地方法務局長

村田登志生
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令和３年秋の褒章で富山支部の石山彰雄さんが藍綬褒章を受章され、誠にお

めでとうございます。

土地家屋調査士、司法書士、行政書士としてご活躍されている傍ら、令和３

年９月末までの１８年間にわたり民事調停委員として務められた功績を称され

ました。

この度、受章報告のお言葉を頂戴いたしました。

藍綬褒章受章石山彰雄会員

平成15年、裁判所より司法書士会へ土地家屋調査士の兼業者を調停委
員として推薦して欲しい旨の依頼があった様で、当時の司法書士会会長
から私が推薦されました。
調停委員は定年が満70歳で令和３年９月で任期満了により退任となり

ました。令和３年まで18年間も調停委員として活動していたとは全く思
ってもいませんでした。
その間、たまたま平成30年４月から令和２年３月まで富山調停協会の

会長の任を授かり富山調停協会のインターネット利用による通信、連絡体制又、中部調停協会連合会大
会の有り方の改善又、各自治体、消費者センターなどの相談員に対する調停制度の広報などにつき尽力
させて頂きました。
調停委員はＡＤＲなどで御存知のとおり傾聴が大変重要です。傾聴する事により問題の半分は解決す

るものもあります。
土地の境界に関する調停についても、結構申し立てがあります。土地の境界争いは原則、筆界の確定

が前提でその上で所有権界につき協議する事となりますが筆界の特定が出来るかどうかが大変重要とな
ります。
土地家屋調査士に依頼して筆界の合意をする様当事者に説明をします。調停継続中に私自身が現場を

簡単に測量し調停した事もありました。そういう意味からも、土地家屋調査士の業務は問題解決の観点
から非常に重要な業務であり、社会に貢献できるものだと考えます。
会員の皆様も益々御健祥で、社会への貢献をされます様、祈念し報告とさせて頂きます。

土地家屋調査士　石山彰雄
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イラストレーター chacoさん
皆様、初めまして。今回、土地家屋調査士さんのPR用のイラストを

描かせていただきました。イラストレーターの開運師chacoです。

最初、広報委員の池田さんからイラストを頼まれた時は、業務の内

容どころか、土地家屋調査士の存在すら知らなくて、名前だけ聞くと、難しそうな仕事で難しそうな人達

ってイメージでした。

でも、実際色々お話聞きながら一緒にお仕事してみると、意外と楽しく作業が出来て、chaco風のかわい

いイラストが完成しました。

皆さん、気に入っていただけましたか？

今回のお仕事を通じて、私の中の土地家屋調査士のイメージが変わりました。高岡ケーブルテレビのエ

ネル原人に一緒に出演した時も、横で池田さんが必死で土地家屋調査士アピールしているのが面白くて、

親しみやすい方たちなんだなぁって印象です。

お客様の中に、たまーに土地家屋調査士の事を知っている方もいらして、

「イラストを頼まれて一緒にお仕事したんだよー。」

って、お話ししたら、

「へーすごいねー。」

って、言ってもらえます。私のイメージアップにもなってい

ます。ありがとうございます。

　これから、土地家屋調査士というお仕事をもっと皆さんに

身近な存在に感じてもらえるように、chacoのイラストでお手

伝い出来る事がありましたら、いつでも声かけてください。

もし、宜しければ、イメージキャラクターなども手掛けさせ

ていただきたいと思います。よろしくお願い致します。

イラストレーターchaco（茶谷幸子さん）　　取材／広報副委員長 池田由香

chacoさんのイラスト

「エネル原人」「エネル原人」
収録時のchacoさん収録時のchacoさん
「エネル原人」
収録時のchacoさん
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令和3年7月26日、髙田政公先生が富山県土地家屋調査士会を退会されました。

土地家屋調査士にとって、お父さんみたいな存在であった髙田先生に、取材をさせていただきました。

髙田政公先生ご勇退インタビュー

池 田

髙田先生

池 田

髙田先生

池 田

髙田先生

池 田

髙田先生

池 田

髙田先生

髙田先生。長年、土地家屋調査士の業務にご尽力いただきありがとうございました。お疲れ様で

した。少しお話を聞かせていただいてよろしいでしょうか。

はい。よろしくお願いします。

早速ですが、土地家屋調査士の資格を取られたきっかけは？

昔は司法書士の資格を持っていれば、ほとんどの業務が出来たのですが、土地家屋調査士制度の

改正で出来ない業務が色々と出てきて・・・。そういう状況に直面した時に、土地家屋調査士の

資格も取得しようと思いました。

そうだったのですね。資格を取得されて直ぐに土地家屋調査士の業務されたのですか？

そうです。最初は戸惑う事が多くありましが、業務をしているうちに、段々と測量に関心が沸い

てきまして、41歳の時には測量専門学校の設立までしてしまいました（笑）。

凄いですね！大変なご苦労をされたのではないですか？

はい。中々思うように進まなかったですね・・・。卒業時、無試験で測量士補（実務経験2年目

が測量士に）が取得出来る等、数々の建設大臣指定要件をクリアしているにも関わらず、国土地

理院に認定してもらえなくて、一時断念しようかとも思いました。でも、そんな矢先に、力にな

りたいと言う富山県人会の有力者が現れたのです。そして遂に、全国で13校目の測量専門学校を

設立する事が出来ました。正式名、建設大臣指定　北陸工業専門学校です。

認可後10年の開校記念日に際し、国土地理院が、校地内に公共四等三角点を設置してくれました。

学校の位置が永遠に日本の三角網図の一点になったのです。感慨深いものがありました。

最近は、地方議員の学歴に当校出身と言

う記事が出ているのを目にします。感激

してしまいます。

髙田先生の諦めない精神。その原動力は

どこからきているのですか？

当時、母親がやりたいことをやりなさい

！と後押ししてくれました。そして妻も

黙って付いてきてくれました。とても感

謝しております。
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池 田

髙田先生

池 田

髙田先生

池 田

髙田先生

池 田

素敵なお話ですね。他に土地家屋調査士をされて、苦労された事や思い出に残ってらっしゃる事

はありますか？

やっぱり富山県土地家屋調査士会の会館設立ですね・・・。」

（この先は、前号の『らんどまーく』と重複するので割愛させていただきます。50周年記念に発

行された『土地家屋調査士制度50周年記念誌』にも詳しく載掲載されておりますので、どうぞご

覧ください）

先生からご覧になって土地家屋調査士は、どのような印象でしょうか？

一つ遊んでも、遊びが派手かなー。昔は、皆で色々と旅行にも行きました。技術系だから人間味

あふれて楽しい人が多くて好きですねー。

土地家屋調査士の皆さんは、明るく楽しい方が多いですよね。私も大好きです。では、最後にな

りますが、今からの若い方達に贈るお言葉をお願いします。

贈る言葉なんてとんでもないですよ。今の若い方々にはリスペクトしております。ITにも長けて

いらっしゃるし、測量や調査、なんでもこなせる。私はかないませんよ。皆さん。頑張ってくだ

さい。

髙田先生、長い間ありがとうございました。

優しくて強くて温かい。本当に素敵な先生でした。髙田先生、色々とあ

りがとうございました。お疲れ様でございました。

今回、髙田先生に内緒で、髙田先生のお孫さんでイラストレーターの髙

田裕大さんにお願いし、イラストを書いていただき、寄せ書きを作成しま

した。

お忙しい中、寄せ書きにご協力して下さった皆様、ありがとう

ございました。

すごく喜んでおられました。

インタビュアー／広報副委員長　池田由香

髙田先生写真
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この度、事務所訪問先として、当会の業務部の部長である砂山貴秀

先生の事務所を訪問させて頂きました。 

富山県では数少ない親子三代に亘る“三代目”の土地家屋調査士に

なられるまでの経緯を教えてください。

祖父（砂山清重さん）が戦前に総曲輪にあった測量業の会社に勤務

しており、その後、従軍、南満州鉄道・北支事務局（北支華北交通）測量

課に勤務、戦後の 昭和26年に土地家屋調査士業を開業し、その後、昭

和63年 に父（邦夫さん・現在は行政書士として登録）が後を引き継ぐ

形となりました。

親から家業を継ぐように言われたことはありませんでしたが、高校

を卒業後特にやりたい事もなかったので、関東の不動産学部がある大

学に入学～卒業し、愛知県内の土地家屋調査士法人に補助者として約2年勤務後、富山に帰省し平成21年 に

登録し、現在に至ります。

調査士として登録後12年を超え、業務の中で大きく変化を感じることは何ですか？

オンライン登記申請により法務局に申請や補正に行く事がなくなりましたので作業効率が大幅に上がり

ました。 また、良くも悪くも地域性が薄くなっていくのではないのかなと感じています。そうなった時に対応

できるような体制も考えていきたいと思っています。

料理好きで自ら料理をしたり、家族と旅行やスポーツを楽しんでいる様子をSNS（インスタグラムやフェイ

スブックなど）で発信されています。今をとても楽しんでいるのがすごく伝わりますが、どのような事を日々

思って活動されているのか教えてください。

元々楽観的な性格で日々楽しく過ごしてきていたのですが、今は結婚して子供もいますので、人生は楽し

く素晴らしいものだと親の背中を見て感じてもらいたいなと思っているところもあります。

同業者やこれから土地家屋調査士を目指す方へ一言お願いします。

私の様な若輩者が意見を申し上げるのはおこがましいのですが、土地家屋調査士会に所属しておられます

全員が自分の子供や大切な人に土地家屋調査士ってすごくいい仕事だよと自信をもって勧められるような

業界になれば素敵だなと思います。私は、毎日楽しくお仕事させて頂いておりますが、よりよい未来の為にバ

カンス休暇制度を導入したいなと妄想しております。これから土地家屋調査士を目指す方には、大切なのは

技術や知識よりも誠実さだと思います。面倒な境界立会いがあって

も素直な気持ちで見て、聞いて、読むとその事象の中に面白さがある

と思います。一緒に楽しみましょう。

取材：広報委員長 野崎貴之

広報委員　 中川敬介
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土地家屋調査士ガイダンス
金沢会場

令和４年３月13日

土地家屋調査士の資格取得希望者、開業希望者を対象に、第4回土地家屋

調査士ガイダンス 金沢会場が金沢勤労者プラザにて開催されました。

昨年に引き続きコロナ禍での開催でしたが10数名のご参加がありました。

開会挨拶

第１部 『資格取得希望者への説明会』

第２部 『開業希望者への説明会』

第３部 『個別相談会』

講師それぞれの経験を踏まえながら、土地家屋調査士の魅力や開業して

から今までどのようにして仕事を続けてこられたのかなどの紹介がありま

した。

参加された方の中には資格取得への意欲が増したという方や開業に向け

前進される方など、前向きなお声を聞くことができ大変うれしく思いまし

た。私自身も土地家屋調査士を目指した頃を思い出し初心に戻ることがで

きました。また、講義の中で土地家屋調査士は士（サムライ）業であり、サム

ライとして依頼者を幸せにすることや依頼者の権利を守る役割として業務

に取り組んでいるという言葉が印象に残りました。

今後、新たに資格取得を目指される方や、登録される仲間が増えることを

期待したいと思います。

広報部長　澤田 健

日本土地家屋調査士会連合会

中部ブロック協議会 副会長　石野芳治氏

（石川県土地家屋調査士会会長）

株式会社東京法経学院

代表取締役 立石寿純氏

東京法経学院 講師　小林弘仁氏

（三重県土地家屋調査士会会員）

富山県土地家屋調査士会 副会長　浅田正明氏

福井県土地家屋調査士会 会　長　岩坂昭宏氏
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編 集 後 記 新年あけましておめでとうございます。新しい年がすばらしい一年になりますように会員皆様のご健康とご多幸

を心よりお祈り申し上げます。

さて、昨年の2021豪雪から早一年。またあの記憶が再び思い出されるような雪関連のニュースが連日報道されています。この仕事に就いて

からいつも思いますが、雪での交通の麻痺や事故に次いで、土地家屋調査士にとって測量、境界立会い作業が阻まれてしまうことも致命的な

ことではないでしょうか。特に、この季節での境界立会いでは、寒い中や悪天候に貴重な時間を割いて頂いて心苦しくはありますが、ご依頼

頂いたお客様の為に迷惑をかけることが出来ません。

もっと幅広く土地家屋調査士というものがどういった職業であるのか、何を目的としてあるものかを「らんどまーく」を通じて世の中に知

って頂けるように広報部一同活動してまいりたいと思います。今後ともよろしくお願いいたします。

広報副部長　吉森　茂

令和３年度

富山県土地家屋調査士会

広報部

●副会長　浅田　正明　●部　　長　澤田　　健　●副部長　吉森　　茂

●委員長　野崎　貴之　●副委員長　池田　由香　●委　員　中川　敬介／上田　直樹／髙山　嘉和

新人紹介 Ｑ１．土地家屋調査士を目指したきっかけ

Ｑ３．以前の職業

Ｑ５．今後の抱負

Ｑ２．業務をしてみた感想

Ｑ４．趣味

Ｑ６．事務所所在地
新人紹介新人紹介

A1.

A2.

A3.

A4.

A5.

A6.

夫に勧められて

初めて登記が完了した時は感激しました。

事務職

登山、野鳥観察

日々経験を重ねて一人前の調査士になりたいです。

高岡市内島217番地

登録番号第543号
高岡支部 藤川　未来 登録番号第544号

魚津支部 森　匠平
A1.

　

A2.

　

A3.

A4.

A5.

　

A6.

前職で不動産の管理や境界確定の業務に携わったことがきっ

かけで興味を持ち、土地家屋調査士の道を志しました。

実務では試験勉強で学んだこと以外の事例を取り扱うことが

多く、土地家屋調査士という仕事の奥深さを実感しています。

自治体職員

ランニング

この仕事を通して地域に貢献していくことができるよう、一

日でも早く業務を覚えていきたいと思っています。

黒部市前沢1918番地
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